
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

内

水

面

に

お

け

る

第

五

種

共

同

漁

業

の

免

許

を

水

産

課

受

け

た

者

の

定

め

る

遊

漁

規

則

の

変

更

の

認

可

担

当

課

（

室

）

○

電

線

共

同

溝

を

整

備

す

べ

き

道

路

の

指

定

道

路

整

備

課

目

次

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

の

定

款

変

更

の

認

可

耕

地

課

【

規

則

】

○

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

健

康

推

進

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

律

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

児

童

福

祉

施

設

等

へ

の

入

所

の

措

置

等

に

要

す

子

ど

も

家

庭

課

る

費

用

の

う

ち

本

人

及

び

そ

の

扶

養

義

務

者

が

負

担

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

費

用

の

基

準

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

令
和
三
年
度
自
衛
官
第
四
次
募
集
（
航
空
学
生
）

危

機

管

理

課

○

令

和

三

年

度

自

衛

官

第

四

次

募

集

（

一

般

曹

候

〃

補

生

）

○

特

定

施

設

の

設

置

及

び

構

造

等

変

更

の

許

可

申

環

境

管

理

課

請

○

救

急

病

院

の

認

定

医

療

推

進

課

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

の

失

効

医

薬

安

全

課

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
四
十
号

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
九
年
岡
山
県
規
則
第
二
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
二
条
及
び
第
三
条

第
四
条
第
一
項
中
「
診
察
依
頼
書
（
様
式
第
三
号

」
を
「
診
察
に
係
る
依
頼
書
」
に
改
め
、
同
条

）

「

（

）
」

「

」

。

第
二
項
中

措
置
入
院
等
診
断
書

様
式
第
四
号

を

措
置
入
院
等
に
係
る
診
断
書

に
改
め
る

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
五
条

第
六
条
中
「
措
置
入
院
決
定
の
お
知
ら
せ
（
様
式
第
六
号

」
を
「
措
置
入
院
の
決
定
に
係
る
通
知

）

書
」
に

「
入
院
措
置
通
知
書
（
様
式
第
六
号
の
二

」
を
「
入
院
措
置
に
係
る
通
知
書
」
に

「
措
置

、

）

、

入
院
通
知
書
（
様
式
第
六
号
の
三

」
を
「
措
置
入
院
に
係
る
通
知
書
」
に
改
め
る
。

）

第
六
条
の
二
第
一
項
中
「
移
送
に
際
し
て
の
お
知
ら
せ
（
様
式
第
七
号

」
を
「
移
送
に
係
る
通
知

）

書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
移
送
に
際
し
て
の
お
知
ら
せ
（
様
式
第
七
号
の
二

」
を
「
移
送
に

）

係
る
通
知
書
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
入
院
措
置
解
除
通
知
書
（
様
式
第
八
号

」
を
「
入
院
措
置
の
解
除
に
係
る
通
知
書
」

）

に

「
措
置
解
除
通
知
書
（
様
式
第
九
号

」
を
「
措
置
の
解
除
に
係
る
通
知
書
」
に
改
め
る
。

、

）

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
八
条

第
九
条
中
「
措
置
入
院
者
死
亡
届
（
様
式
第
十
一
号

」
を
「
措
置
入
院
者
の
死
亡
に
係
る
届
」
に

）

改
め
る
。

第
十
条
中
「
措
置
入
院
者
転
院
申
出
書
（
様
式
第
十
二
号

」
を
「
措
置
入
院
者
の
転
院
に
係
る
申

）

出
書
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
三
項
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
費
用
徴
収
月
額
決
定
通
知
書
（
様
式
第
十
四

号

」
を
「
費
用
徴
収
月
額
の
決
定
に
係
る
通
知
書
」
に
改
め
る
。

）
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第
十
三
条
中
「
世
帯
調
書
（
様
式
第
十
五
号

」
を
「
世
帯
に
関
す
る
調
書
」
に

「
支
払
義
務
者

）

、

異
動
届
（
様
式
第
十
六
号

」
を
「
支
払
義
務
者
に
係
る
異
動
届
」
に
改
め
る
。

）

第
十
四
条
第
二
項
中
「
入
院
費
用
減
免
申
請
書
（
様
式
第
十
七
号

」
を
「
入
院
費
用
の
減
免
に
係

）

る
申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で

第
十
九
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
移
送
に
際
し
て
の
お
知
ら
せ
（
様
式
第
二
十
七
号
の

二

」
を
「
移
送
に
係
る
通
知
書
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す
る
。

）第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
の
」
を
「
法
第
三
十
八
条
の

二
第
三
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
前

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
二
十
一
条

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
精
神
障
害
者
探
索
依
頼
書
（
様
式
第
三
十
一
号

」
を
「
精
神
障
害
者
の

）

探
索
に
係
る
依
頼
書
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
措
置
入
院
者
仮
退
院
許
可
申
請
書
（
様
式
第
三
十
二
号

」
を
「
措
置
入

）

院
者
の
仮
退
院
に
係
る
許
可
の
申
請
書

に
改
め

同
条
第
二
項
中

措
置
入
院
者
仮
退
院
許
可
書

様

」

、

「

（

式
第
三
十
三
号

」
を
「
措
置
入
院
者
の
仮
退
院
に
係
る
許
可
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
仮
退

）

院
者
帰
院
届
（
様
式
第
三
十
四
号

」
を
「
仮
退
院
者
に
係
る
帰
院
届
」
に
改
め
る
。

）

第
二
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
二
十
四
条

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
障
害
者
手
帳
返
還
通
知
書
（
様
式
第
三
十
七
号

」
を
「
障
害
者
手
帳
の

）

返
還
に
係
る
通
知
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
診
察
通
知
書
（
様
式
第
三
十
八
号

」
を
「
診
察

）

に
係
る
通
知
書
」
に
改
め
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
そ
の
他
）

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

第
二
十
六
条

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
十
八
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）
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１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
改
正
）

２

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
三
健
康
推
進
課
の
部
１
の
項
４

中
「

」
を
「

」
に
改

診
察
依
頼
書

診
察
に
係
る
依
頼
書

(1)

め
、
同
４

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
４

中

措
置
入
院
等
診
断
書

措
置
入
院
等
に
係
る
診
断
書

(2)

(4)

移
送
の
お
知
ら
せ

移
送
に
係
る
通
知
書

入
院
措
置
解
除
に
係
る

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
４

中
「

(5)

」
を
「

」
に
改
め
、
同
４

中
「

」

通
知
書

入
院
措
置
の
解
除
に
係
る
通
知
書

措
置
入
院
者
死
亡
届

(6)

措
置
入
院
者
の
死
亡
に
係
る
届

措
置
入
院
者
転
院
申
出
書

措

を
「

」
に
改
め
、
同
４

中
「

」
を
「

(7)

置
入
院
者
の
転
院
に
係
る
申
出
書

費
用
徴
収
月
額
決
定
通
知
書

費

」
に
改
め
、
同
４

中
「

」
を
「

(8)

」

、

「

」

用
徴
収
月
額
の
決
定
に
係
る
通
知
書

世
帯
調
書
及
び
支
払
義
務
者
異
動
届

に
改
め

同
４

中
(9)

世
帯
に
関
す
る
調
書
及
び
支
払
義
務
者
に
係
る
異
動
届

入
院
費
用
減

を
「

」
に
改
め
、
同
４

中
「

(11)

免
申
請
書

入
院
費
用
の
減
免
に
係
る
申
請
書

移
送
に
係
る
お
知
ら

」
を
「

」
に
改
め
、
同
４

中
「

(12)

せ
移
送
に
係
る
通
知
書

第
条
第
２
項

第
条

措

」

「

」

、「

」

「

」

、

「

を

に

1
9

を

1
9

に
改
め

同
４

中
(13)

」
を
「

」
に
改
め
、

置
入
院
者
仮
退
院
許
可
申
請
書

措
置
入
院
者
の
仮
退
院
に
係
る
許
可
の
申
請
書

「

」

「

」

、

同
４

中

を

に
改
め

措
置
入
院
者
仮
退
院
許
可
書

措
置
入
院
者
の
仮
退
院
に
係
る
許
可
書

(14)

同
４

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

仮
退
院
者
帰
院
届

仮
退
院
者
に
係
る
帰
院
届

(15)
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
九
号

児
童
福
祉
施
設
等
へ
の
入
所
の
措
置
等
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
本
人
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
が
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
の
基
準

昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
九
号

の
一
部
を
次

（
）

。

の
よ
う
に
改
正
す
る

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

。

第
一
の
二
中

別
表

を

別
表
第
一
又
は
別
表
第
二

に
改
め
る

「
」

「
」

第
二
の
一
中

民
間
施
設
給
与
等
改
善
費

の
下
に

社
会
的
養
護
処
遇
改
善
加
算
費

を
加
え

「
」

「
」

、

、

「
」

「
」

及
び
保
育
機
能
強
化
加
算
費

を

保
育
機
能
強
化
加
算
費
及
び
一
時
保
護
実
施
特
別
加
算
費

、

。

に
改
め
る

。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

別
表
第
１

扶
養
義
務
者
等
費
用
徴
収
月
額
表
（
児
童
養
護
施
設
等
用
）

費
用

徴
収

月
額

税
額
等
に
よ
る
階
層
区
分

入
所
施
設

通
所
施
設

生
活
保
護
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
1
4
4

号
）
に
よ
る
被
保
護
世
帯
（
単
給
世
帯

を
含
む
）
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

。

Ａ
0
円

0
円

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国

し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶

者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
(
平

成
６
年
法
律
第
3
0
号
)
に
よ
る
支
援
給

付
受
給
世
帯

Ｂ
2
,
2
0
0
円

1
,
1
0
0
円

Ａ
階
層
を
除
き
，
当
該
年
度
分
の
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
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Ａ
階
層
を
除
き
，
当
該
年
度
分
の
市
町

村
民
税
の
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
，
そ
の

4
,
5
0
0
円

2
,
2
0
0
円

Ｃ
市
町
村
民
税
の
額
が
均
等
割
の
額
の
み

の
世
帯
（
所
得
割
の
額
の
な
い
世
帯
）

Ｄ
１

Ａ
階
層
及
び
Ｃ
階

9
,
0
0
0
円
以
下

6
,
6
0
0
円

3
,
3
0
0
円

層
を
除
き
，
当
該

Ｄ
２

9
,
0
0
0
円

4
,
5
0
0
円

年
度
分
の
市
町
村

9
,
0
0
1
円

民
税
の
課
税
世
帯

～
2
7
,
0
0
0
円

で
あ
っ
て
，
そ
の

Ｄ
３

1
3
,
5
0
0
円

6
,
7
0
0
円

市
町
村
民
税
所
得

2
7
,
0
0
1
円

割
の
額
の
区
分
が

～
5
7
,
0
0
0
円

次
の
区
分
に
該
当

Ｄ
４

1
8
,
7
0
0
円

9
,
3
0
0
円

す
る
世
帯

5
7
,
0
0
1
円

～
9
3
,
0
0
0
円

Ｄ
５

2
9
,
0
0
0
円

1
4
,
5
0
0
円

9
3
,
0
0
1
円

～
1
7
7
,
3
0
0
円

そ
の
月
の
そ
の
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

費
等
の
支
弁
額
（
全

1
7
7
,
3
0
1
円

Ｄ
６

額
徴
収
。
た
だ
し
，

2
0
,
6
0
0
円

～
2
5
8
,
1
0
0
円

そ
の
額
が
4
1
,
2
0
0
円

を
超
え
る
と
き
は。
）

4
1
,
2
0
0
円
と
す
る

そ
の
月
の
そ
の
措
置

そ
の
月
の
そ
の
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

費
等
の
支
弁
額
(
全

費
等
の
支
弁
額
（
全

2
5
8
,
1
0
1
円
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Ｄ
７

額
徴
収
。
た
だ
し
，

額
徴
収
。
た
だ
し
，

～
3
4
8
,
1
0
0
円

そ
の
額
が
5
4
,
2
0
0
円

そ
の
額
が
2
7
,
1
0
0
円

を
超
え
る
と
き
は

を
超
え
る
と
き
は

。
。
）

5
4
,
2
0
0
円
と
す
る
)
2
7
,
1
0
0
円
と
す
る

そ
の
月
の
そ
の
措
置

そ
の
月
の
そ
の
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

費
等
の
支
弁
額
（
全

費
等
の
支
弁
額
（
全

3
4
8
,
1
0
1
円

Ｄ
８

額
徴
収
。
た
だ
し
，

額
徴
収
。
た
だ
し
，

～
4
5
6
,
1
0
0
円

そ
の
額
が
6
8
,
7
0
0
円

そ
の
額
が
3
4
,
3
0
0
円

を
超
え
る
と
き
は

を
超
え
る
と
き
は

。
）

。
）

6
8
,
7
0
0
円
と
す
る

3
4
,
3
0
0
円
と
す
る

そ
の
月
の
そ
の
措
置

そ
の
月
の
そ
の
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

費
等
の
支
弁
額
（
全

費
等
の
支
弁
額
（
全

4
5
6
,
1
0
1
円

Ｄ
９

額
徴
収
。
た
だ
し
，

額
徴
収
。
た
だ
し
，

～
5
8
3
,
2
0
0
円

そ
の
額
が
8
5
,
0
0
0
円

そ
の
額
が
4
2
,
5
0
0
円

を
超
え
る
と
き
は

を
超
え
る
と
き
は

。
）

。
）

8
5
,
0
0
0
円
と
す
る

4
2
,
5
0
0
円
と
す
る

そ
の
月
の
そ
の
措
置

そ
の
月
の
そ
の
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

費
等
の
支
弁
額
（
全

費
等
の
支
弁
額
（
全

5
8
3
,
2
0
1
円

額
徴
収
。
た
だ
し
，

額
徴
収
。
た
だ
し
，

Ｄ
1
0

～
7
0
4
,
0
0
0
円

そ
の
額
が
1
0
2
,
9
0
0
そ
の
額
が
5
1
,
4
0
0
円

円
を
超
え
る
と
き
は

を
超
え
る
と
き
は。
）

1
0
2
,
9
0
0
円
と
す

5
1
,
4
0
0
円
と
す
る

る
）
。
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そ
の
月
の
そ
の
措
置

そ
の
月
の
そ
の
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

費
等
の
支
弁
額
（
全

費
等
の
支
弁
額
（
全

7
0
4
,
0
0
1
円

額
徴
収
。
た
だ
し
，

額
徴
収
。
た
だ
し
，

Ｄ
1
1

～
8
5
2
,
0
0
0
円

そ
の
額
が
1
2
2
,
5
0
0
そ
の
額
が
6
1
,
2
0
0
円

円
を
超
え
る
と
き
は

を
超
え
る
と
き
は。
）

1
2
2
,
5
0
0
円
と
す

6
1
,
2
0
0
円
と
す
る

る
）
。

そ
の
月
の
そ
の
措
置

そ
の
月
の
そ
の
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

費
等
の
支
弁
額
（
全

費
等
の
支
弁
額
（
全

8
5
2
,
0
0
1
円

額
徴
収
。
た
だ
し
，

額
徴
収
。
た
だ
し
，

Ｄ
1
2

～
1
,
0
4
4
,
0
0
0
円

そ
の
額
が
1
4
3
,
8
0
0
そ
の
額
が
7
1
,
9
0
0
円

円
を
超
え
る
と
き
は

を
超
え
る
と
き
は。
）

1
4
3
,
8
0
0
円
と
す

7
1
,
9
0
0
円
と
す
る

る
）
。

そ
の
月
の
そ
の
措
置

そ
の
月
の
そ
の
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

費
等
の
支
弁
額
（
全

費
等
の
支
弁
額
（
全

1
,
0
4
4
,
0
0
1
円

額
徴
収
。
た
だ
し
，

額
徴
収
。
た
だ
し
，

Ｄ
1
3

～
1
,
2
2
5
,
5
0
0
円

そ
の
額
が
1
6
6
,
6
0
0
そ
の
額
が
8
3
,
3
0
0
円

円
を
超
え
る
と
き
は

を
超
え
る
と
き
は。
）

1
6
6
,
6
0
0
円
と
す

8
3
,
3
0
0
円
と
す
る

る
）
。

そ
の
月
の
そ
の
措
置

そ
の
月
の
そ
の
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

児
童
等
に
係
る
措
置

費
等
の
支
弁
額
（
全

費
等
の
支
弁
額
（
全
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1
,
2
2
5
,
5
0
1
円

額
徴
収
。
た
だ
し
，

額
徴
収
。
た
だ
し
，

Ｄ
1
4

～
1
,
4
2
6
,
5
0
0
円

そ
の
額
が
1
9
1
,
2
0
0
そ
の
額
が
9
5
,
6
0
0
円

円
を
超
え
る
と
き
は

を
超
え
る
と
き
は。
）

1
9
1
,
2
0
0
円
と
す

9
5
,
6
0
0
円
と
す
る

る
）
。

Ｄ
1
5

全
額
徴
収

全
額
徴
収

1
,
4
2
6
,
5
0
1
円
以

上

備
考１

こ
の
表
に
お
け
る
「
児
童
養
護
施
設
等
」
と
は
，
児
童
養
護
施
設
，
児
童
自
立
支
援
施
設
，

児
童
心
理
治
療
施
設
，
乳
児
院
，
助
産
施
設
，
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
，
里
親
，
母
子
生
活
支
援

施
設
及
び
自
立
援
助
ホ
ー
ム
を
い
う
。

２
こ
の
表
の
Ｃ
階
層
に
お
け
る
「
均
等
割
の
額
」
と
は
，
地
方
税
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
2
2
6

号
）
第
2
9
2
条
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
均
等
割
の
額
を
い
い
，
Ｄ
１
～
Ｄ
1
5
階
層
に
お
け

る
「
所
得
割
の
額
」
と
は
，
同
項
第
２
号
に
規
定
す
る
所
得
割
（
こ
の
所
得
割
を
計
算
す
る
場

合
に
は
，
同
法
第
3
1
4
条
の
７
，
第
3
1
4
条
の
８
，
附
則
第
５
条
第
３
項
、
附
則
第
５
条
の
４
第

６
項
及
び
附
則
第
５
条
の
４
の
２
第
６
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
）
の
額
を
い

。

う
。な
お
，
同
法
第
3
2
3
条
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
減
免
が
あ
っ
た
場
合
に
は
，
そ
の
額
を

所
得
割
の
額
又
は
均
等
割
の
額
か
ら
順
次
控
除
し
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
又
は
均
等
割
の
額

と
す
る
。

３
階
層
区
分
の
認
定
に
つ
い
て
，
平
成
2
3
年
７
月
1
5
日
雇
児
発
0
7
1
5
第
１
号
厚
生
労
働
省
雇
用

均
等
・
児
童
家
庭
局
長
通
知
「
控
除
廃
止
の
影
響
を
受
け
る
費
用
徴
収
制
度
等
（
厚
生
労
働
省

雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
所
管
の
制
度
に
限
る
）
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の
規
定
に
よ

。

っ
て
再
計
算
し
な
い
取
扱
い
を
原
則
と
す
る
。

４
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
，
措
置
児
童
等
及
び
そ
の
措
置
児
童
等
の
属
す
る
世
帯

の
扶
養
義
務
者
が
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
2
2
年
法
律
第
6
7
号
）
第
2
5
2
条
の
1
9
第
１

項
の
指
定
都
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
，
こ

。

れ
ら
の
者
を
指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
と
み
な
し
て
，
所
得
割
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の
額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

「
」

，
，

。
，

５
こ
の
表
の
入
所
施
設
と
は
児
童
養
護
施
設
児
童
自
立
支
援
施
設
(
入
所
部
に
限
る
)

児
童
心
理
治
療
施
設
(
入
所
部
に
限
る
。
)
，
乳
児
院
，
助
産
施
設
，
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
及
び

里
親
を
い
い
「
通
所
施
設
」
と
は
，
児
童
自
立
支
援
施
設
(
通
所
部
に
限
る
。
)
，
児
童
心
理

，

治
療
施
設
(
通
所
部
に
限
る
。
)
，
母
子
生
活
支
援
施
設
及
び
自
立
援
助
ホ
ー
ム
を
い
う
。

６
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
が
Ｂ
階
層
と
認
定
さ
れ
た
世
帯
で
あ
っ
て
も
，
次
に
掲
げ
る
世

帯
で
あ
る
場
合
に
は
，
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
当
該
階
層
の
費
用
徴
収
月
額
は
０
円

と
す
る
。

(
1
)
「
単
身
世
帯
」
…
…
…
扶
養
義
務
者
の
い
な
い
世
帯
（
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
入
所
児
童
は

単
身
世
帯
と
み
な
す
）
。

「
」

（
）

(
2
)

母
子
世
帯
等

…
…
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法

昭
和
3
9
年
法
律
第
1
2
9
号

第
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
」
及
び
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
「
配

偶
者
の
な
い
男
子
」
で
あ
っ
て
，
民
法
（
明
治
2
9
年
法
律
第
8
9
号
）
第
8
7
7
条
に
基
づ
き
現

に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
世
帯

(
3
)
「
在
宅
障
害
児
（
者
（
社
会
福
祉
施
設
に
措
置
さ
れ
た
児
童
(
者
)
，
児
童
福
祉
法
第
2
4

）

条
の
２
に
よ
り
障
害
児
入
所
施
設
を
利
用
す
る
児
童
，
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
1
7
年
法
律
第
1
2
3
号
。
以
下
｢
障
害
者
総
合
支
援

法
」
と
い
う
）
第
６
条
の
自
立
支
援
給
付
の
受
給
者
（
障
害
者
総
合
支
援
法
第
５
条
第
６

。

項
，
第
７
項
，
第
1
2
項
，
第
1
3
項
及
び
第
1
4
項
の
サ
ー
ビ
ス
に
限
る
）
又
は
障
害
者
総
合

。

支
援
法
附
則
第
2
2
条
の
特
定
旧
法
受
給
者
を
除
く
）
の
い
る
世
帯
」
…
…
…
次
に
掲
げ
る

。

児
（
者
）
を
有
す
る
世
帯
を
い
う
。

ア
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
2
4
年
法
律
第
2
8
3
号
）
第
1
5
条
に
定
め
る
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
者

イ
療
育
手
帳
制
度
要
綱
（
昭
和
4
8
年
９
月
2
7
日
厚
生
省
発
児
第
1
5
6
号
）
に
定
め
る
療
育

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

ウ
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
3
9
年
法
律
第
1
3
4
号
）
に
定
め

る
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
児
又
は
国
民
年
金
法
（
昭
和
3
4
年
法
律
第
1
4
1
号
）

に
定
め
る
国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
手
当
等
の
受
給
者

エ
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
1
2
3
号
）
第
4
5

条
に
定
め
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
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「
」

，
，

(
4
)
そ
の
他
の
世
帯
…
保
護
者
の
申
請
に
基
づ
き
生
活
保
護
法
に
定
め
る
要
保
護
者
等

特
に
困
窮
し
て
い
る
と
児
童
福
祉
法
第
5
6
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長
が

認
め
た
世
帯

７
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
の
児
童
等
が
入
所
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
，
そ
の
月
の
費
用

徴
収
月
額
の
最
も
多
額
な
児
童
等
以
外
の
児
童
等
に
つ
い
て
は
，
そ
の
施
設
の
こ
の
表
の
費
用

徴
収
月
額
に
0
.
1
を
乗
じ
た
額
を
も
っ
て
そ
の
児
童
等
の
費
用
徴
収
月
額
と
す
る
。

た
だ
し
，
措
置
児
童
等
の
属
す
る
世
帯
の
扶
養
義
務
者
が
，
児
童
福
祉
法
第
2
1
条
の
５
の
２

の
障
害
児
通
所
給
付
費
又
は
第
2
4
条
の
２
の
障
害
児
入
所
給
付
費
を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
，

当
該
措
置
児
童
等
の
世
帯
に
係
る
費
用
徴
収
月
額
に
つ
い
て
は
「
児
童
入
所
施
設
に
係
る
費

，

用
徴
収
月
額
＋
児
童
入
所
施
設
に
係
る
費
用
徴
収
月
額
×
0
.
1
×
（
当
該
世
帯
に
お
け
る
施
設

入
所
児
童
の
人
数
－
１
」
を
当
該
世
帯
に
係
る
上
限
額
（
当
該
世
帯
に
お
け
る
施
設
入
所
児

）

童
の
う
ち
，
費
用
徴
収
月
額
が
全
額
徴
収
又
は
日
割
り
で
あ
る
こ
と
若
し
く
は
児
童
自
立
支
援

施
設
（
通
所
部
に
限
る

，
児
童
心
理
治
療
施
設
（
通
所
部
に
限
る
）
の
費
用
徴
収
月
額
で

。
）

。

あ
る
場
合
は
，
当
該
世
帯
に
お
け
る
施
設
入
所
児
童
の
費
用
徴
収
月
額
の
合
算
額
を
当
該
世
帯

の
上
限
額
と
す
る
。
な
お
，
児
童
福
祉
法
第
2
1
条
の
５
の
２
の
障
害
児
通
所
給
付
費
又
は
同
法

第
2
4
条
の
２
の
障
害
児
入
所
給
付
費
を
支
給
さ
れ
て
い
る
児
童
等
に
係
る
費
用
徴
収
月
額
は
，

障
害
児
入
所
給
付
費
等
国
庫
負
担
金
及
び
障
害
児
入
所
医
療
費
等
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
平

「
（

成
1
9
年
1
2
月
1
8
日
厚
生
労
働
省
発
障
第
1
2
1
8
0
0
2
号
厚
生
労
働
事
務
次
官
通
知
」
等
の
徴
収

）

金
基
準
額
と
す
る
）
と
し
，
そ
の
額
が
そ
の
月
の
利
用
者
負
担
額
（
同
法
第
2
4
条
の
７
に
規

。

定
す
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び
居
住
に
要
し
た
費
用
並
び
に
同
法
第
2
1
条
の
５
の
2
8

に
規
定
す
る
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
又
は
同
法
第
2
4
条
の
2
0
に
規
定
す
る
障
害
児
入
所
医
療

に
係
る
利
用
者
負
担
を
含
む
利
用
者
負
担
の
上
限
額
（
実
際
に
利
用
者
負
担
と
し
て
支
払
っ
た

額
が
上
限
額
を
下
回
る
場
合
は
当
該
支
払
っ
た
額
と
す
る
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
を
上

。
。

回
る
場
合
は
，
そ
の
額
と
障
害
児
施
設
の
利
用
者
負
担
額
と
の
差
額
を
児
童
入
所
施
設
に
係
る

費
用
徴
収
月
額
と
し
，
障
害
児
施
設
の
利
用
者
負
担
額
が
当
該
世
帯
の
上
限
額
を
上
回
る
場
合

は
，
児
童
入
所
施
設
に
係
る
費
用
徴
収
月
額
は
０
円
と
す
る
。

８
里
親
又
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
及
び
児
童
養
護
施
設
又
は
母
子
生

活
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
が
，
児
童
自
立
支
援
施
設
又
は
児
童
心
理
治
療
施
設
へ
通

所
す
る
場
合
の
通
所
に
係
る
費
用
徴
収
月
額
は
０
円
と
す
る
。

９
助
産
施
設
に
入
所
し
て
い
る
妊
産
婦
の
費
用
徴
収
月
額
は
，
出
産
給
付
費
の
額
（
そ
の
妊
産
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婦
が
社
会
保
険
の
被
保
険
者
，
組
合
員
又
は
被
扶
養
者
で
そ
の
社
会
保
険
に
お
い
て
分
娩
費
，

出
産
費
，
助
産
費
等
の
出
産
に
関
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
額
を
い
う
）
に
，
Ｂ

。

階
層
に
あ
っ
て
は
0
.
2
，
Ｃ
階
層
に
あ
っ
て
は
0
.
3
，
Ｄ
階
層
の
う
ち
所
得
税
の
額
が
1
9
,
0
0
0
円

ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
0
.
5
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
を
こ
の
表
の
費
用
徴
収
月
額
に
加

え
る
も
の
と
す
る
。

な
お
，
こ
の
表
の
費
用
徴
収
月
額
は
，
そ
の
入
所
し
た
日
か
ら
退
所
し
た
日
ま
で
の
期
間
に

係
る
費
用
徴
収
月
額
と
み
な
す
。

1
0
世
帯
の
階
層
区
分
の
認
定
は
，
世
帯
調
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

。

別
表
第
一
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る

別
表
第
２

扶
養
義
務
者
等
費
用
徴
収
月
額
表
（
障
害
児
入
所
施
設
等
用
）

費
用
徴
収
月
額

税
額
等
に
よ
る
階
層
区
分

障
害
児
入
所
施
設
等

（
。
）

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
単
給
世
帯
を
含
む

Ａ
0
円

及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永

住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の

支
援
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
支
援
給
付
受
給
世
帯

Ｂ
2
,
2
0
0
円

Ａ
階
層
を
除
き
，
当
該
年
度
分
の
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯Ａ
階
層
を
除
き
，
当
該
年
度
分
の
市
町
村
民
税
の
課
税
世

Ｃ
帯
で
あ
っ
て
，
そ
の
市
町
村
民
税
の
額
が
均
等
割
の
額
の

4
,
5
0
0
円

み
の
世
帯
（
所
得
割
の
額
の
な
い
世
帯
）

Ｄ
１

Ａ
階
層
及
び
Ｃ
階

1
2
,
0
0
0
円
以
下

6
,
6
0
0
円

層
を
除
き
，
当
該
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Ｄ
２

年
度
分
の
市
町
村

1
2
,
0
0
1
円
～
3
0
,
0
0
0
円

9
,
0
0
0
円

民
税
の
課
税
世
帯

Ｄ
３

で
あ
っ
て
，
そ
の

3
0
,
0
0
1
円
～
6
0
,
0
0
0
円

1
3
,
5
0
0
円

市
町
村
民
税
所
得

Ｄ
４

割
の
額
の
区
分
が

6
0
,
0
0
1
円
～
9
6
,
0
0
0
円

1
8
,
7
0
0
円

次
の
区
分
に
該
当

Ｄ
５

す
る
世
帯

9
6
,
0
0
1
円
～
1
8
9
,
0
0
0
円

2
9
,
0
0
0
円

そ
の
月
の
そ
の
措
置
児
童

等
に
係
る
措
置
費
の
支
弁

額
（
治
療
に
要
す
る
費
用

を
含
む
。
以
下
同
じ
）

Ｄ
６

1
8
9
,
0
0
1
円
～
2
7
7
,
0
0
0
円

。

（
全
額
徴
収
。
た
だ
し
，

そ
の
額
が
4
1
,
2
0
0
円
を
超

え
る
と
き
は
4
1
,
2
0
0
円
と

す
る
｡
）

そ
の
月
の
そ
の
措
置
児
童

等
に
係
る
措
置
費
の
支
弁

（
。

，
Ｄ
７

2
7
7
,
0
0
1
円
～
3
4
8
,
0
0
0
円

額
全
額
徴
収
た
だ
し

そ
の
額
が
5
4
,
2
0
0
円
を
超

え
る
と
き
は
5
4
,
2
0
0
円
と

す
る
｡
）

そ
の
月
の
そ
の
措
置
児
童

等
に
係
る
措
置
費
の
支
弁

（
。

，
Ｄ
８

3
4
8
,
0
0
1
円
～
4
6
5
,
0
0
0
円

額
全
額
徴
収
た
だ
し

そ
の
額
が
6
8
,
7
0
0
円
を
超

え
る
と
き
は
6
8
,
7
0
0
円
と

す
る
｡
）
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そ
の
月
の
そ
の
措
置
児
童

等
に
係
る
措
置
費
の
支
弁

（
。

，
Ｄ
９

4
6
5
,
0
0
1
円
～
5
9
4
,
0
0
0
円

額
全
額
徴
収
た
だ
し

そ
の
額
が
8
5
,
0
0
0
円
を
超

え
る
と
き
は
8
5
,
0
0
0
円
と

す
る
｡
)

そ
の
月
の
そ
の
措
置
児
童

等
に
係
る
措
置
費
の
支
弁

（
。

，
Ｄ
1
0

5
9
4
,
0
0
1
円
～
7
1
6
,
0
0
0
円

額
全
額
徴
収
た
だ
し

そ
の
額
が
1
0
2
,
9
0
0

円
を
超
え
る
と
き
は

1
0
2
,
9
0
0
円
と
す
る
｡
）

そ
の
月
の
そ
の
措
置
児
童

等
に
係
る
措
置
費
の
支
弁

（
。

，
Ｄ
1
1

7
1
6
,
0
0
1
円
～
8
6
4
,
0
0
0
円

額
全
額
徴
収
た
だ
し

そ
の
額
が
1
2
2
,
5
0
0

円
を
超
え
る
と
き
は

1
2
2
,
5
0
0
円
と
す
る
｡
）

そ
の
月
の
そ
の
措
置
児
童

等
に
係
る
措
置
費
の
支
弁

（
。

，
Ｄ
1
2

8
6
4
,
0
0
1
円
～
1
,
0
5
6
,
0
0
0
円

額
全
額
徴
収
た
だ
し

そ
の
額
が
1
4
3
,
8
0
0

円
を
超
え
る
と
き
は

1
4
3
,
8
0
0
円
と
す
る
｡
）

そ
の
月
の
そ
の
措
置
児
童
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等
に
係
る
措
置
費
の
支
弁

（
。

，
Ｄ
1
3

1
,
0
5
6
,
0
0
1
円
～
1
,
2
3
8
,
0
0
0
円

額
全
額
徴
収
た
だ
し

そ
の
額
が
1
6
6
,
6
0
0

円
を
超
え
る
と
き
は

1
6
6
,
6
0
0
円
と
す
る
｡
）

そ
の
月
の
そ
の
措
置
児
童

等
に
係
る
措
置
費
の
支
弁

（
。

，
Ｄ
1
4

1
,
2
3
8
,
0
0
1
円
～
1
,
4
3
9
,
0
0
0
円

額
全
額
徴
収
た
だ
し

そ
の
額
が
1
9
1
,
2
0
0

円
を
超
え
る
と
き
は

1
9
1
,
2
0
0
円
と
す
る
｡
）

Ｄ
1
5

1
,
4
3
9
,
0
0
0
円
以
上

全
額
徴
収

備
考１

こ
の
表
に
お
け
る
「
障
害
児
入
所
施
設
等
」
と
は
，
障
害
児
入
所
施
設
及
び
指
定
発
達
支
援

医
療
機
関
（
入
所
に
限
る
）
を
い
う
。

。

２
こ
の
表
の
Ｃ
階
層
に
お
け
る
「
均
等
割
の
額
」
と
は
，
地
方
税
法
第
2
9
2
条
第
１
項
第
１
号

，
「

」
に
規
定
す
る
均
等
割
の
額
を
い
い
同
階
層
及
び
Ｄ
１
～
Ｄ
1
5
階
層
に
お
け
る
所
得
割
の
額

と
は
，
同
項
第
２
号
に
規
定
す
る
所
得
割
（
こ
の
所
得
割
を
計
算
す
る
場
合
に
は
，
同
法
第
3
1
4

条
の
７
，
第
3
1
4
条
の
８
，
附
則
第
５
条
第
３
項
，
附
則
第
５
条
の
４
第
６
項
及
び
附
則
第
５

条
の
４
の
２
第
５
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
｡
）
の
額
を
い
う
。

な
お
，
同
法
第
3
2
3
条
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
減
免
が
あ
っ
た
場
合
に
は
，
そ
の
額
を

所
得
割
の
額
又
は
均
等
割
の
額
か
ら
順
次
控
除
し
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
又
は
均
等
割
の
額

と
す
る
。

３
所
得
割
の
額
の
算
定
方
法
は
，
地
方
税
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
，
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

(
1
)
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
2
2
年
法
律
第
４
号
）
第
１
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
地
方
税
法
第
2
9
2
条
第
１
項
第
８
号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
1
6
歳
未
満
の
者
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に
限
る
。
以
下
「
扶
養
親
族
」
と
い
う
）
及
び
同
法
第
3
1
4
条
の
２
第
１
項
第
1
1
号
に
規

。

定
す
る
特
定
扶
養
親
族
（
1
9
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
「
特
定
扶
養
親
族
」
と
い
う
）
。

が
あ
る
と
き
は
，
同
号
に
規
定
す
る
額
（
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
及
び
特
定
扶
養
親
族
に
係

る
も
の
（
扶
養
親
族
に
係
る
額
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
）
に
限
る
）
に
同
法
第
3
1
4
条

。
。

の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

(
2
)
当
該
扶
養
義
務
者
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
，
こ
れ
ら

の
者
を
指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
と
み
な
し
て
，
所
得
割
の

額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４
措
置
児
童
等
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
が
Ｂ
階
層
と
認
定
さ
れ
た
世
帯
で
あ
っ
て
も
，
次
に
掲

げ
る
世
帯
で
あ
る
場
合
に
は
，
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
階
層
の
費
用
徴
収
月
額

は
０
円
と
す
る
。

(
1
)
「
単
身
世
帯
」
…
…
…
扶
養
義
務
者
の
い
な
い
世
帯

(
2
)
「
母
子
世
帯
等
」
…
…
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る

「
配
偶
者
の
な
い
女
子
」
及
び
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
「
配
偶
者
の
な
い
男
子
」
で
あ
っ

て
，
民
法
第
8
7
7
条
の
規
定
に
基
づ
き
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
世
帯

(3)
「
在
宅
障
害
児
（
者
）
（
社
会
福
祉
施
設
に
措
置
さ
れ
た
児
童
（
者
）
，
児
童
福
祉
法
第
24

条
の
２
に
よ
り
入
所
施
設
を
利
用
す
る
児
童
，
障
害
者
総
合
支
援
法
第
６
条
の
自
立
支
援
給

付
の
受
給
者
（
障
害
者
総
合
支
援
法
第
５
条
第
６
項
，
第
７
項
，
第
1
2
項
，
第
1
3
項
及
び
第

1
4
項
の
サ
ー
ビ
ス
に
限
る
）
又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
附
則
第
2
2
条
の
特
定
旧
法
受
給
者

。

を
除
く
）
の
い
る
世
帯
」
…
…
…
次
に
掲
げ
る
児
（
者
）
を
有
す
る
世
帯
を
い
う
。

。

ア
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
1
5
条
に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

イ
療
育
手
帳
制
度
要
綱
に
定
め
る
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

ウ
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

対
象
児
又
は
国
民
年
金
法
に
定
め
る
国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
手
当
等
の
受
給
者

エ
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
4
5
条
に
定
め
る
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

「
」

，
，

(
4
)
そ
の
他
の
世
帯
…
保
護
者
の
申
請
に
基
づ
き
生
活
保
護
法
に
定
め
る
要
保
護
者
等

特
に
困
窮
し
て
い
る
と
児
童
福
祉
法
第
5
6
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長
が

認
め
た
世
帯

５
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
の
児
童
等
が
措
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
，
そ
の
月
の
費
用
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徴
収
月
額
の
最
も
多
額
な
児
童
等
以
外
の
児
童
等
に
つ
い
て
は
，
こ
の
表
の
費
用
徴
収
月
額
に
0
.
1

を
乗
じ
た
額
を
も
っ
て
そ
の
児
童
等
の
費
用
徴
収
月
額
と
す
る
。

６
措
置
児
童
等
が
，
３
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
3
1
日
を
経
過
し
た
障
害
児
で
あ
っ
て

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
，
児
童
福
祉
法
第
5
6
条
第

２
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
当
該
措
置
児
童
等
に
係
る
措
置
費
の
う
ち
実
費
負
担
に
相
当
す
る

部
分
を
除
い
た
部
分
に
つ
い
て
は
徴
収
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

，
，

た
だ
し
当
該
措
置
児
童
等
に
係
る
措
置
費
の
う
ち
実
費
負
担
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
は

こ
の
表
の
費
用
徴
収
月
額
を
上
限
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
６
の
規
定
は
，
Ｂ
階
層
と
認
定
さ
れ
た
世
帯
に
属
す
る
措
置
児
童
等
が
，
３
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
3
1
日
を
経
過
す
る
前
の
障
害
児
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

８
世
帯
の
階
層
区
分
の
認
定
は
，
世
帯
調
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

（
）

施
行
期
日

。

１

こ
の
告
示
は

令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

、

（
）

経
過
措
置

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
入
所

通
所
又
は
入
院
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
こ
の

、

告
示
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
施
設
等
へ
の
入
所
の
措
置
等
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
本
人
及
び
そ

の
扶
養
義
務
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
の
基
準
を
適
用
し
た
場
合
に

費
用
徴
収
月
額

、

が
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
福
祉
施
設
等
へ
の
入
所
の
措
置
等
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
本
人

及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
の
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
徴
収
月

。

額
を
超
え
る
と
き
は

費
用
徴
収
月
額
の
算
定
に
つ
い
て
は

な
お
従
前
の
例
に
よ
る

、

、
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
航
空
学
生
の
令
和
三
年
度
募
集
の
要
領
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

航
空
学
生

二

応
募
資
格

１

令
和
四
年
四
月
一
日
現
在
で
、
海
上
自
衛
隊
は
十
八
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
、
航
空
自
衛
隊
は

十
八
歳
以
上
二
十
一
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
か
つ
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年

法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
も
の

２

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
者
（
令
和
四
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

３

２
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
た
者

４

高
等
専
門
学
校
第
三
学
年
次
修
了
者
（
令
和
四
年
三
月
修
了
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

三

受
付
期
間

令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
九
日
ま
で

四

採
用
試
験
種
目

１

第
一
次
試
験

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

２

第
二
次
試
験

航
空
身
体
検
査
、
口
述
試
験
及
び
適
性
検
査

３

第
三
次
試
験

海
上
自
衛
隊

航
空
身
体
検
査
（
一
部
）

（１）

航
空
自
衛
隊

操
縦
適
性
検
査
及
び
医
学
適
性
検
査

（２）

五

志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所

六

採
用
試
験
期
日

１

第
一
次
試
験

令
和
三
年
九
月
二
十
日

２

第
二
次
試
験

令
和
三
年
十
月
十
六
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
一
日

３

第
三
次
試
験

海
上
自
衛
隊

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る

（１）
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一
日航

空
自
衛
隊

令
和
三
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
六
日
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る

（２）
期
間

七

試
験
場

１

第
一
次
試
験

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

２

第
二
次
試
験

採
用
試
験
期
日
及
び
試
験
場
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知

で
通
知
す
る
。

３

第
三
次
試
験

海
上
自
衛
隊

自
衛
隊
呉
病
院
（
広
島
県
呉
市
）
そ
の
他
七
箇
所

（１）

航
空
自
衛
隊

静
浜
基
地
（
静
岡
県
焼
津
市
）

（２）

防
府
北
基
地
（
山
口
県
防
府
市
）

八

採
用
予
定
時
期

令
和
四
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間

九

そ
の
他

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
の
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六

二
二
六

〇
三
六
一

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八

二
二

五
六
三
七

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六

四
二
二

七
三
五
八
－

－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六

二
二

二
三
一
四

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六

二
二
四

二
八
二
四

－
－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
/
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
一
般
曹
候
補
生
の
令
和
三
年
度
募
集
の
要
領
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

一
般
曹
候
補
生

二

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
、
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
（
三
十
二

歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
で
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る

）
。

で
、
か
つ
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

三

受
付
期
間

令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
六
日
ま
で

四

採
用
試
験
種
目

１

第
一
次
試
験

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

五

志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所

六

採
用
試
験
期
日

１

第
一
次
試
験

令
和
三
年
九
月
十
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
一
日

２

第
二
次
試
験

令
和
三
年
十
月
九
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
一
日

七

試
験
場

１

第
一
次
試
験

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）
そ
の
他
四
箇
所

２

第
二
次
試
験

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

（１）

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

（２）

お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市
中
区
西
川
原
）

（３）
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八

採
用
予
定
時
期

令
和
四
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間

九

そ
の
他

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
の
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六

二
二
六

〇
三
六
一

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八

二
二

五
六
三
七

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六

四
二
二

七
三
五
八

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六

二
二

二
三
一
四

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六

二
二
四

二
八
二
四

－
－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
/
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
二
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
及
び
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
し
、
及
び
そ
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

ア
サ
ヒ
グ
ル

プ
食
品
株
式
会
社

ー

住
所

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
２
－
４
－
１

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

川
原

浩

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
ア
サ
ヒ
グ
ル

プ
食
品
株
式
会
社
岡
山
工
場
第
２
プ
ラ
ン
ト

ー

所
在
地

浅
口
郡
里
庄
町
里
見

番
地
－
１

2
7
5
1
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 廃 止 廃 止 廃 止 廃 止

２－ハ ２－ハ ２－ハ ２－ロ ２－ロ
畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用

種 類 に供する湯煮施設 に供する湯煮施設 に供する湯煮施設 に供する洗浄施設 に供する洗浄施設
（No.55） （No.6） （No.17） （No.28） （No.40）

600Ｌ／回 120個／時能 力 400Ｌ／回 310Ｌ／回 20個／時

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 同左 同左 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 同左 同左 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 同左 同左 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 16時間 同左 連続24時間 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 4 6 8 12 4 9 4 7.5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5～8 5～8 同左 同左
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 4000 6000 5000 7200 1000 1500
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 1300 2000 1500 2300 300 400

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 550 900 同左 400 700 280 400
同左

油 分（㎎／Ｌ） 70 120 20 30

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 600 800 200 300
同左

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 100 150 70 100

    大腸菌群数 個／c㎥ － － 同左（ ）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

２－ハ ２－ロ
畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用

種 類 同左 同左に供する湯煮施設 に供する洗浄施設
（No.18） （No.19）

同左 同左能 力 310Ｌ／回 800枚／時

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 16時間 連続24時間 連続24時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 4 6 12 18 6 8.5 10 17.5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5～8 5～8 同左
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 5000 7200 1000 1500
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 1500 2300 300 400

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 400 700 280 400
同左 同左

油 分（㎎／Ｌ） 70 120 20 30

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 600 800 200 300

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 100 150 70 100

    大腸菌群数 個／c㎥ － － 同左（ ）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 変 更 前 変 更 後

２－ロ
畜産食料品製造業の用

種 類 同左に供する洗浄施設
（No.50）

同左能 力 120個／時

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 3 5 7 12.5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5～8 5～8
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 1000 1500
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 300 400

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 280 400
同左

油 分（㎎／Ｌ） 20 30

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 200 300

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 70 100

    大腸菌群数 個／c㎥ － －（ ）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 No.1 同左

種 類 及 び 型 式 京水テック式 同左

構 造 鉄筋コンクリート 同左

主 要 寸 法 39000ｍｍ×19000ｍｍ×3800ｍｍ 同左

能 力 500㎥／時間 同左

スポンジ活性汚泥方式＋脱窒・脱リン処 理 の 方 法 同左
＋凝集沈殿＋ろ過

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時における 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該汚水等の処 区 分
理施設による処 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
理前及び処理後
の汚水等の汚染 水 量（㎥／日） 346.5 491.5 346.5 491.5 同左
状態の通常の値
及び最大の値並 ｐ Ｈ 5.0～6.5 5.0～6.5 6.0～8.0 6.0～8.0 5.0～6.5 5.0～6.5 5.8～8.6 5.8～8.6
びに当該汚水等

 の通常の量及び ＢＯＤ（mg／Ｌ） 550 600 15 20
最大の量 同左

 ＣＯＤ（mg／Ｌ） 300 350 20 30

   Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 280 300 20 30 280 300 40 50

 油 分（mg／Ｌ） 25 30 5 6 25 30 4 5

   Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 40 45 30 40

    Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 11 12 1.5 2 同左

  大腸菌群数（ ） 無数 無数 3000以下 3000以下個／㎤
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(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 令和３年６月29日から同年７月20日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び里庄町役場
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救

急
病
院
を
次
の
と
お
り
認
定
し
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

大
西
病
院

２

所
在
地

玉
野
市
田
井
三

八

一
一

－
－

二

認
定
年
月
日

令
和
三
年
六
月
二
十
八
日

三

認
定
の
有
効
期
限

令
和
六
年
六
月
二
十
七
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

。

「

」

。
）

、

、

号

以
下

条
例

と
い
う

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
知
事
指
定
薬
物
の
指
定
は

そ
の
効
力
を
失
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

１

Ｎ

{

一

〔
二

ヒ
ド
ロ
キ
シ

二

（
チ
オ
フ
ェ
ン

二

イ
ル
）
エ
チ
ル
〕
ピ
ペ
リ
ジ

－
－

－
－

－
－

－

ン

四

イ
ル}

Ｎ

フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ン
ア
ミ
ド
（
通
称
名
β

Ｈ
ｙ
ｄ
ｒ
ｏ
ｘ
ｙ
ｔ
ｈ
ｉ

－
－

－
－

－

ｏ
ｆ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｎ
ｙ
ｌ
）
及
び
そ
の
塩
類

２

メ
チ
ル
＝
二

〔
一

（
四

フ
ル
オ
ロ
ブ
チ
ル
）

一
Ｈ

イ
ン
ド
ー
ル

三

カ
ル
ボ
キ

－
－

－
－

－
－

－

サ
ミ
ド
〕

三
・
三

ジ
メ
チ
ル
ブ
タ
ノ
ア
ー
ト
（
通
称
名
四
Ｆ

Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ｂ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
四

－
－

－
－

Ｆ

Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ｂ

Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
及
び
そ
の
塩
類

－
－

二

指
定
の
失
効
の
理
由

条
例
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
指
定
さ
れ
た
た
め

三

失
効
年
月
日

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
落
合
町
近
似
字
エ
ボ
シ
岩
七
の
一
、
七
の
二
、
落
合
町
阿
部
字
ズ
リ
ノ
上
一
一
二
の
二
、

二
一
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高
梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
川
面
町
字
小
松
ノ
上
一
〇
四
九
の
一
、
一
〇
四
九
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
小
松
ノ
上
一
〇
四
九
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高
梁
市
役
所

「

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

総
社
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
総

「

社
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

津
山
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
津

「

山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

真
庭
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。
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間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
真

「

庭
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

勝
田
郡
奈
義
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

、
勝
田
郡
奈
義
町
（
次
の
図
に
示

。
）

す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
奈

「

義
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

（

。

。
）
、

（

。
）

美
作
市

国
有
林

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

美
作
市

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
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市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
美

「

作
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
九
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
七
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
内
水
面
に
お
け
る
第
五
種
共
同
漁
業
の
免
許
を
受
け
た
者
の
定
め
る
遊
漁
規
則
の
変
更
を
認
可
し

た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

漁
業
権
者
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名

称

吉
井
川
漁
業
協
同
組
合

２

所
在
地

津
山
市
押
入
一
二
三
〇

二

漁
業
権
の
免
許
番
号

内
共
第
三
号

三

認
可
に
係
る
変
更
の
内
容

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課
並
び
に
津
山
市

「

役
所
並
び
に
鏡
野
町
、
勝
央
町
及
び
美
咲
町
の
各
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

四

変
更
後
の
遊
漁
規
則
の
施
行
の
日

令
和
四
年
一
月
一
日

一

漁
業
権
者
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名

称

旭
川
南
部
漁
業
協
同
組
合

２

所
在
地

岡
山
市
北
区
建
部
町
福
渡
八
五
九

一

－

二

漁
業
権
の
免
許
番
号

内
共
第
七
号

三

認
可
に
係
る
変
更
の
内
容

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課
、
岡
山
市
役
所

「

並
び
に
久
米
南
町
及
び
吉
備
中
央
町
の
各
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

四

変
更
後
の
遊
漁
規
則
の
施
行
の
日

令
和
三
年
五
月
二
十
八
日
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一

漁
業
権
者
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名

称

湯
原
漁
業
協
同
組
合

２

所
在
地

真
庭
市
豊
栄
一
五
二
八

二

漁
業
権
の
免
許
番
号

内
共
第
九
号

三

認
可
に
係
る
変
更
の
内
容

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課
及
び
真
庭
市
役

「

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

四

変
更
後
の
遊
漁
規
則
の
施
行
の
日

令
和
三
年
五
月
二
十
八
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

一
七
九
号

三

指
定
の
区
域区

域

延
長
（
ｍ

）

指
定
の
部
分

二
一
〇
・
〇

上
下
線

津
山
市
小
田
中
二
二
九
三
番
四
地
先
か
ら

津
山
市
二
宮
一
八
六
一
番
六
地
先
ま
で
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〔

〕

（

）

、

二
六
一

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

小
原
土
地
改
良
区

二

認
可
年
月
日

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日
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〔
二
六
二
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岡
山
国
道
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

岡
山
市
北
区
小
山
か

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
水
準

令
和
三
年
六
月
十
六
日
か
ら
同
年

ら
同
区
平
山
地
内
ま

測
量
）

十
二
月
二
十
八
日
ま
で

で
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